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●資料ファイルの配布 
 
授業で使用する参考資料等のファイルを

moodle にアップロードしておけば、学生は
自宅にいる時でも授業の予習や復習にそ

のファイルをダウンロードして利用すること

ができます。 
 
学生数が 50人や 100人を超える授業の場
合、事前に学生数分の資料を印刷したり、

授業時間に学生全員に資料を配布するに

はかなりの手間や時間がかかります。しか

し、moodle に資料を置いておき、授業時に
パソコンで開いた資料を見せたり、学生に

各自印刷したものを授業に持ってくるように

指示しておくことで、これまでの印刷や配布

にかかる手間を省くことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■利点 
・授業の予習や復習に資料をいつでも利用できるので、学生の授業理解の向上につながる。 
・教員が資料を配布するための準備にかかる労力を軽減することができる。 
・教員が資料ファイルを学外（自宅等）からでもアップロードできる。 
 

■ELI 事例紹介 

http://moodle.kandagaigo.ac.jp/mod/resource/view.php?inpopup=true&id=3903 



 
 

moodle 利用について 

 2 

●フォーラム 
 
授業に関する質問の受付、質問に対する回

答を教員や学生が書き込める場として、フォ

ーラムを利用できます。 
また、フォーラム上での質問/回答のやり取
りを他の学生にも公開できるので、同じよう

な質問を持っている学生がフォーラムを参

考にすることができます。 
 
各学生がフォーラム上のコメントを見て授業

のリフレクションをいつでも行えるので、授

業理解度の向上につなげることができま

す。 
 
ゼミなどで利用すればゼミ生同士の情報共

有や、教員からゼミ生へのお知らせを通知

する用途でも使用できます。 
 
コメントだけでなく、資料ファイルや画像を添

付することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

■利点 
・授業時には十分に時間をとれないことが多いディスカッションを授業時間外に行える。 
・各学生は他の学生の意見を参考にすることができる。 
・ディスカッション内容が残るので、授業のリフレクションに役立てることができ、 
 学生の授業理解の向上にもつながる。 
・ゼミ等で教員、学生間の情報共有のために利用できる。 
 
■ELI 事例紹介 

http://moodle.kandagaigo.ac.jp/mod/resource/view.php?inpopup=true&id=3895 
http://moodle.kandagaigo.ac.jp/mod/resource/view.php?inpopup=true&id=3896 
http://moodle.kandagaigo.ac.jp/mod/resource/view.php?inpopup=true&id=3897 
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●課題 
 
課題機能では、学生にレポートをファイル形

式（wordや pdf等）で提出させることもでき
ますし、moodle上に直接コメントを書き込ま
せることもできます。 
 
学生は授業時間外に学外（自宅等）からで

もレポートを提出することができます。 
（提出期限を設定することができます。） 
 
学生がいつ課題を提出したかについての履

歴確認が容易に行えます。（[教員画面 a]参
照） 
 
学生は提出した課題に対する教員からのフ

ィードバックや評点内容を確認することがで

きます。（[学生画面 b]参照） 
※各学生は、自分自身の評価内容だけが

確認でき、他の学生の評価内容は見ること

ができません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■利点 
・紙媒体でのレポート提出ではなく電子データで提出されるので、提出後のレポートの保管が 
容易になり、また用紙資源の節約にもなる。 

・評価結果を Excel ファイル等にエクスポートすることができるので、データを統計等に利用し易い。 

学生画面 a 

教員画面 a 

学生画面 b 


